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Dawson and Palmer 2015; Ferranti et 














握には、ERA-Interim (Dee et al. 2011, 
QJRMS), APHRODITE (Yatagai et al. 
2012, BAMS)を利用した。中期アンサン
ブル予報データとして、TIGGE データ
(Swinbank et al., 2016)、および、NOAA 








庁)、 NCEP(米国環境予測局)、UKMO (英 
国気象局)のデータを利用した。


















 冬季東アジア域の Z500 偏差
(ERA-Interim の 12UTC)の Principal 
Components(PCs)に対して、クラスター
解析(k-means 法, Jung et al. 2005)
を行うことで(詳細は、Matsueda and 




Southerly Flow(SF) の 5 パターンを特
定した(図 1)。 
 

































図 2 各循環場に対する SLP 偏差(陰影)
および 850hPa 風偏差(矢羽)の合成図。 
 




図 4 図 2 と同じ。ただし、降水偏差(陰影)








という preferred circuit が 1979/80








ブライアスキルスコア(BSS;  Wilks 
2011)により行った(図 6)。平均持続期
間の最も長いWPの予報が最も精度が高


















主に MJO の位相が 4-8 のときに見られ
る。また、LP 予報は初期日に MJO が活
発だと精度が向上するが、これは主に







La Niña 月(28 ヶ月)における循環場の出現頻
度。太線(下線)は 95%(90%)で有意。 
 
図 6 (a)全循環場,(b)WM,(c)WP,(d)HP,(e)LP, 
(f)SFの確率予報に対するBSS(BSS=0で予報とし
て価値がないことを表す)。色は各センター。 
図 5 循環場間の遷移頻度。 
 
図 7 (a)全循環場,(b)WM,(c)WP,(d)HP,(e)LP, 
(f)SFの確率予報に対する1-15日予報平均のBSS。
横軸は MJO の活動度(0:不活発, 1-8:活発)と位相









に異なる WM 型と WP 型に分類する事が
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